
　AIブームに乗って時価総額世界一に
まで上り詰めた米エヌビディアについて、
創業以前からの歴史と経営戦略、開発
体制などを追ったビジネス書。共同創業
者であるCEOのジェンスン・ファンなど、
エヌビディア関係者への取材に基づいて
内情を紹介する。
　エヌビディアの社風は、週末のフルタイ
ム労働や長時間残業、「光の速さで働
け」などモーレツである。ジェンスンCEO
は、「廃業30日前」と社員の危機感を煽
り、公開の場での叱責で社員を鼓舞す
る。組織はフラットで、3チームが並行して
製品開発を進める。
　筆者が紹介するエヌビディアの評価は
「勝てば官軍」。30年にわたってCEOの
地位にあるジェンスンを手放しで持ち上
げる。本書を読んで強く感じるのは、「単
一障害点」となっているジェンスンの存
在だ。ジェンスン退任後のエヌビディアの
先行きには不透明感が漂う。

　AIやバイオテクノロジー、ナノテクノロ
ジーといった技術が切り開く未来を楽観
的に語った「予言の書」。歴史を踏まえな

がら技術の進歩を振り返るとともに、数
十年先までの未来を見通す。著者のレ
イ・カーツワイルは、前著（2005年刊）で
「シンギュラリティは近い」と語ったことで
知られる未来学者である。その楽観的な
考え方は本書でも引き継がれ、シンギュ
ラリティの実現は2035年頃を予想する。
　「情報技術は、人間の可能性を実現す
る偉大な力と、社会が直面する多くの問
題をまとめて解決する偉大な力を与えてく
れる」「民主主義の理想の姿をより一層理
解できるようになり、生活は指数関数的に
向上する。貧困は減少し、収入は増え、寿
命は延長する」と楽観論を説く。AIなど先
進技術の脅威についても論じるが、全体
の10％ほどのページで迫力に欠ける。

　「サピエンス全史」「ホモ・デウス」で知
られる筆者の新作。今回は人類史におけ
る組織・情報ネットワークとAIに焦点を
当てる。「サピエンス全史」で発揮された
筆者らしい俯瞰的な視点は本書でも冴
え、大きな枠組みの中で情報ネットワー
クとAIを捉える。
　上下2巻で600ページを超える大著
で、上巻ではITC以前の情報ネットワー
クをカバーする。情報とは何かに始まり、
物語の重要性、印刷の発明、出版と科学
の発展や魔女狩りとの関係、エコーチェ
ンバー現象の発生、文書検索の必要性

と官僚制の誕生などに言及する。
　下巻では、「AIの危険性と規制の必要
性」を訴える。AIを警戒心なく受け入れ、
政治・経済・社会のシステムに取り込むこ
とに警鐘を鳴らす。AIは人間とは違う異
質の知能であり、Ailean Intelligenceだ
と考えるべきだとする。「鉄のカーテン」で
はなく、AIによって世界が分断される「シ
リコンのカーテン」を危惧する。

　論理的思考の本質について、具体例
を挙げながら解説した書。論理的思考の
パターンは一様ではなく、思考の対象と
なる分野によって異なることを明らかに
する。筆者は2つのことを強調する。一つ
は多様性で、「論理的思考が世界共通で
普遍」と考えるは間違いだということ。もう
一つは、論理的思考には目的（領域）に
紐付いた「型」が存在すること。領域を特
定して、その領域にあった思考法を選ぶ
ことが重要となる。
　社会を構成する4領域（経済、政治、法
技術、社会）について、それぞれの領域に
おける特徴的なレトリック（作文）を分析
することで、思考法の違いを明らかにす
る。例えば経済ではアメリカのエッセイを
例に、効率性と確実な目的達成を重視す
る思考法を示す。政治ではフランスのディ
セルタシオンを取り上げ、矛盾の解決と公
共の福祉を重視することをついて論じる。
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